
29

（餐整墜蕾鱗野川言）

脳卒中死亡率に関する一考察
一徳島県における死亡牽の推移について一

東京女子医科大学衛生学教室（主任吉岡博人教授）

金
キン

銀
ギン

滋
ジ

（受付 昭和33年12月4印

        1 緒   言

 脳卒中死亡率が最近におけるわが国国民死因の

第一位となってきたことに注目し1）～5），著者はさ

きに本邦脳卒中死亡率の年代的推移を究明し，そ

の結果種々なる知見を得た4）一L 17）。

 その得た知見のうちの一つとして，府県別死亡

率の年代的推移を明らかにすることにより二，三

の興味ある傾向を観察し得た。すなわち，男女総数

の訂正死亡率において，昭和25年と明治鎗年の死

亡率を比較し，その傾向により，上昇型，下向型，

中凹型に大別することができるものと考えられ

る10）。すでに上昇型については秋田県を，下向型

については東京都を，それぞれの傾向をしめす諸

県の代表として各々につき観察し発表した6）17）。

 今回は，上昇型と下向型二つの中間に位するも

のとして，死亡率は低下の傾向をしめすも，その

程度は著しくなく，昭和25年と朋治32年の死亡率

の差が30以内にとどまる府県を中間型とし，これ

には，北海道，岩手，福島，栃木，群馬，埼玉，

千葉，新潟，福井，長野，愛知，，兵庫，和歌山，

鳥取，広島，徳島，佐賀，熊本などの18府県が属

している。このうち差のもっとも小なる府県は徳

島県である。

 この徳島県をこれら諸県の代表として，主とし

て全国と比較しっっ，その年代的推移を観察して

みた。

     ■ 資料および研究方法

 資料：明治31年，明治36年，明治41年，大正2年

人口静態統計。

 大正9年，大正14年，昭和5年，昭和10年，昭和22

 年，昭和25年，国勢調査報告。

明治32年～昭和18年，昭和22年～昭和25年 入口動態

統計。

 研究方法：明治32年，36年，41年，大正2年，9年，

14年および昭和5年，10年，22年，25年置10力年の各

年度について，全圏総数，男女別ならびに徳島県総

数，男女別のそれぞれの粗死亡率および訂正死亡率を

算出し，これに加え，上記各年度における全国および

徳島県の性別年令別死亡率を算出し観察した（但し，

明治32年は明治31年末人口を用いた）。これは先に発

表した本郭脳卒中死亡率の研究第1報～第IV報までに

算出したものである。

 なお訂正死亡率は昭和5年置全国人口を標三i豊人口と

して用いた。

      皿 研 究 結 果

 1．総数の観察

三一1  月X卒Fi－il’ピし亡率 （ノ＼口10万文ま）

   全国・徳島県（男女総数）
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 表一1に上記10力年の各年度における男女総数

の粗死亡率ならびに訂正死亡率を，全国わよび徳
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島県についてしめした6

 また図一1は表一1を図示したものである。図

によって，徳島県の死亡率の年代的推移を全国と

比較しつつ観察してみる。

 まず全国における推移は，粗および訂正死亡率

とも大正2年に…っの谷と，昭和10年を頂点とす

る一つの峰を形成し，戦後になると，死亡率は再
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図一1 脳卒中死亡率（人口10万対）

   全国総数・徳島県総数

び低率となる。すなわち，昭和25年は明治32年よ

り，既に発表したごとく，粗死亡率においては42．0

訂正死亡率においても29．6だけ低下している8）。

 これを徳島県についてみると，粗ならびに訂正

死亡率とも死亡曲線は大正2年にやや低率をしめ

し，一つの谷をつくり，その後死亡曲線は年度と

ともに上昇し，昭和10年を頂点とする一一一っの峰を

形成し，戦後再び死亡率は著しく低下している。

昭和25年と明治32年の死亡率を比較すると，粗死

亡率においては8．4（120．4（昭和25年）一112． 0（明

治32年）），訂正死亡率においては2．3（95．0（明治

32年）一92．7（昭和25年））のごとく，両死亡率の差

は極めて僅少である。

 各年度について全国死亡率と比較すると，粗死

亡率においては昭和10年，22年のみ徳島県死亡率

が全国死亡率より高率で，他の各年度はいずれも

全国が徳島県より高率となっている。訂正死亡率

においては，各年度いずれも全国死亡率が徳島県

死亡率より高率となっている。

 全国と徳島県両者の死亡率の差の推移をみる

と，明治32年には粗死亡率において57．1（169．1

（全国）一112．0（徳島県）），訂正死亡率において

58．8（153．8（全国）一95． 0（徳島県））と全国死亡率

は徳島県死亡率を大きく凌駕していたが，大正2

年目はその差が粗死亡率において19．7，訂正死亡

率において29．1と小となり，昭和25年において粗

死亡率では6．7（127．1（全国）一120．4（徳島県）とさ

らに小となったが，訂正死亡率では31．5（124．2

（全国）一92．7（徳島県）とその差はやや大となる。

 つぎに徳島県訂正死亡率が各都道府県訂正死亡

率中において占める順位をみるべく，明治，大正，

昭和（戦前）および昭和（戦後）の各年代の代表とし

て，明治36年，大正9年，昭和10年ならびに昭和

25年の各年度の順位，および全国ならびに徳島県

死亡率を表一Hにしめした。

 表にしめすごとく，各年度とも43位以下の低位

にある。すなわち，明治年代においては最低位の

46位をしめしていたが，大正年代は44位，昭和

（戦前）は43位，昭和（戦後）は44位に位し，年代に

表一ll 徳島県訂正死亡率が府県別訂正死亡率

  中に占める順位，徳島県・全国訂正死亡率

＼墜幽幽：徳E ．LR一全国
  ＼面癖灘訂正死亡率証死亡率

明治36年i46
大正9年   44

昭和10年   43
    ；
昭和25年i44

91． 4

96． 1

125．7

92．7

142． 3 ’

147． 7

187． 5

124． 2

よる順位の変動はみられず，いずれの年代にも死

亡順位は低く，死亡率を比較してみると，各年代

とも全国が徳島県より高率をしめしている。

  2．男女別による観察

 表一IHは全国男女別および徳島県男女別の粗苑

亡率ならびに訂正死亡率を表にしめしたものであ

る。

 1）男子について

 三一Hは表一皿中の男子の死亡率についてのみ

図示したものである。

 図のごとく，全国，徳島県の各々の死亡率の推

移は，総数の習合と1平様な状態をしめしている。

 全国門田についてみると，粗および訂正死亡率

とも大正2年に一つの谷と，昭和10年に一つの峰

を形成している9）。
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表一IH 脳卒中死亡率（人口10万対）全国男子・女子：徳島県男子・女子

’x

1  全
］一．m．

1 男    子

国

                 女     子
    ＼』、            ［

    tt＼1粗死亡率訂正死亡率粗死亡率訂正死亡率
    R     ピコへ   ロコ コ    ラ   

明治32年 181．。 菰。’「・56．9 137．5

  ．36        169，3     163．6     146．9     126．9

               ［
  41      165．7   162．1 1 139．5   126．2

大正2年  135L4 126．81113．8 95，7

   9175．1181．3139．5122．1
  14        182．2    196．0    139．6    124．8

日召舌05年  180・7  199・8  146・5  132．8

  10      182，4   203．7   150．4   137．5

  22        136．0     154。3     123．2     115．5

  25        127．9     141．7    126．3     113．9

  徳     島     県
               ・司
男     子   女     子

厩埜艇死亡率塵望匪雇1
124． 7

123． 1

119．4

110． 4

143． 2

160． 0

158． 3

185． 9

140．5

119．5

111． 4

109． 0

104． 2

89．6

110． 5

121． 4

123． 1

147． 5

121． 5

101．0

99．0

96． 3

97． 2

99．6

124． 7

121． 6

128． 5

1sg．3 1

髭呈1

81． 0

77． 5

80．2

720 8

85．or

81． 3

88．0

109． 0

98．9

89． 4

 これを徳島県男子についてみると，粗ならびに

訂正死亡率ともに大正2年に一つの谷をつくり，

その後死亡率は漸次上昇し，昭和10年を頂点とす

る…つの峰をつくり，戦後再び下向している。す

なわち，昭和25年と明治32年の死亡率を比較する

と，粗死亡率においては5．2（124．7（明治32年）一

119．5（昭和25年）），訂正死亡率においては10。4

（111． 4（明治32年）一101．⑪（昭和25年））7ごけ下向し

ている。
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図一ll 脳卒中死亡：率（入口10万Sij一）

   全国・徳島県 男子

 この全風徳島察両死亡率を各年度について比

較すると，粗死亡率においては明治年代および大

正年代は全国死亡率は徳島県死亡率より高率であ

るが，昭和年代になると，昭和10年，22年の2力

年は逆に全国死亡率は徳島県死亡率より低率とな

っている。訂正死亡率においては，全年代いずれ

も全国死亡率は徳島県死亡率よりはるかに高率と

なっている。両者の死亡率の差は，明治32年にす

でに大であったが，大正2年には小となり，その

後昭和10年まで漸次大となるが，戦後は再び小と

なる。

 徳島県男子の粗死亡率と訂死亡率を比較する

と，表一皿，三一■にしめしたごとく，10力年の

各年度いずれも訂正死亡率は粗死亡率より低率と

なっている。両死亡率の差は明治32年には入口10

万に対し13．3ときわめて僅少であったが，年度の

すすむにつれ大となり，大正14年には38．6をしめ

し，．全年度を通じて最高であったが，その後年度

のすすむにつれて小となり，昭和25年には18．5を

しめしている。

 2）女子について

 図一皿は全国ならびに徳島県のそれぞれの女子

の粗および訂正死亡率の年代的推移を図示したも

のである。

 全国女子についてみると，粗および訂正死亡率

とも：男子の揚合と全く同様な状態をしめし，大正

2年に一つの谷と昭和10年を頂点とする峰を形成

している9）。

 徳島県女子についてみると，粗ならびに訂正死

亡率ともに明治32年からすでに人口10万対100以

下の低い死亡率をしめし，その後一進一退しなが

ら上昇傾向をしめし，昭和10年には最：高となり一

一・ 11S・ 一
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    全国・徳島県 女子

っの峰を形成した。戦後再び死亡率は下向してい

るが，昭和25年は明治32年より粗死亡率において

は22．3（121．3（昭和25年）一99． 0（明治32年）），訂

正死亡率においても8．4（89． 4（昭和25年）一81．0

（明治32年））だけ高率となっている。このように

男子とちがって，中間型に属しているのにもかか

わらず，女子の死亡率が上昇をしめしているの

は，前記の通り，男女総別の訂正死亡率によって

型をきめたためである。

 全国死亡率と徳島県死亡率を各年度について比

較すると，粗死亡率においては各年度のうち昭和

10年，22年のみ徳島県が全国より高率となってい

る。その差は若干の相違はあるが大体にわいて年

度のすすむにつれて小となる傾向をしめしてい

る。これを訂正死亡率についてみると，全年度い

ずれも全国が徳島県よりはるかに高率となってい

る。その差は明治32年にすでに大であったが，大

正2年には小となり，大正14年にはやや大となる

も，その後年度とともに小となり，また昭和25年

にはやや大となる。

 徳島県女子の粗死亡率と訂正死亡率を比較する

と，＝rk－lll，図一皿にしめすごとく，両死亡率の

推移はほぼ同様で，ほとんど特記すべき左回をし

めさない。全年度いずれも訂正死亡率は粗死亡率

より低率となっている。その差は明治32年は人口

10万に対し18．0と僅少だつたが，その後年度とと

もに大となり，昭和10年には50，3ともっとも差が

大で，その後やや小となり昭和25年には31．9とな

っているQ

 3）男女の比較について

 徳島県男女死亡率を比較するため，図一IVに男

女の粗および訂正死亡率の年代的推移をしめし

た。

 図によって比較観察すると，粗死亡率において

は，昭和25年のみ女子が男子より高率をしめすだ

けで，他の各年度はいずれも男子が女子より高率

である。なお両死亡率ともに年代的推移はほぼ同

様な状態をしめし，男子では大正2年に一つの谷

と，昭和10年に一つの峰を形成しているが，女子

では明治年代より一進一退しながら漸次上昇傾向
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図一IV 脳卒申死亡率（人口10万対）

   徳島県男子・女子

をしめし，昭和10年に・一つの峰を形成している。

訂正死亡率についてみると，10力芝の各年度いず

れも男子は女子より高率で，男女死亡曲線はほぼ

同様な状態をしめしている。男女とも大正2年に

もっとも死亡率が低く，一つの谷をつくり，その

後漸次上昇傾向をしめし，昭和10年1・c一一一・つの峰を

形成している。

  3．性別年令別死亡率の観察

 脳卒中は主として高年層を侵しユ8）～19），各年代

各年度の全国ならびに各府県の男女とも老人層に

おいて本疾患死亡：率は高率をしめし，脳卒中に・よ

る性別年令別死亡率の死亡曲線は高年層において

急激に上昇していることを襯察し発表した8）～ユ0）。

 徳島県における性別年令別死亡率においても三

一U4一
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年度とも同様な現象をしめしている。

 図一Vは各年代における徳島県性別年令別死亡

率をみるべく，明治36年，大正9年，昭和10年お

よび昭和25年の各年度の男子年令別脳卒中死亡率

を，明治，大正，昭和（戦前）および昭和（戦後）の

各年代の男女の代表として図にしめしたものであ

る。
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  図一V 年令別脳卒中死亡率（人口10万対）

      徳島県・男子

 図にしめすごとく，各年代各年度とも本疾患が

老人性疾患としての特徴を明らかにあらわし，死

亡率は年令とともに高率となり，死亡曲線は老人

層において急激に上昇している。

 つぎに性別年令別死亡率の各年令階級における

死亡率について，年代的推移の関係的変化をみる

べく，図一VIにおいて半対数図表によってしめし

た。

 図のごとく，50才以上の高年層においては全体

としてやや上昇する傾向をしめしている。40～49

才の壮年層においては全体として大きな変化をし

めさず推移している。30才以下の若年層において

は，高年層とは逆に低下する傾向をしめしてい
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 図一W脳卒中による性別年令階級別死亡率の年代

    的推移（人口10万対）徳島県

る。この高年層における死亡率の上昇と，若年層

における低下が互に相殺して，全体として昭和25

年は明治32年より死亡率は低下するも，その差は

わずかで中間型をしめしたものとおもわれる。

 なお各年度各年令における男女死亡率を比較す

ると，30才以下の若年層においては各年度により

不規則で男女死亡率を比較することは困難である

が，30～39才では明治36年，昭和10年置み女子が

男子より高率で，その他の年度においては男子は

女子より高率である。また40～49才および60才以

上では全年度いずれも男子が女子より高率であ

るが，50～59才においては昭和22年，25年2力年

のみ女子が男子より高率である。以上のごとく，

50～59才の高年層において女子が男子より高率で

あることは，全国および各府県と若干異なるが，

若年層の一一・部の年令において女子が男予より1馬率

であることは，全国および各府県とほとんど同様

な現象として観察し得た8）～10）。

       IV 総   括

 以上徳島県における脳卒中死亡率について観察

一 li．5 一
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を行った。これを総括するとつぎのごとくであ

る。

 1．総数の観察

 （a）徳島県粗および訂正死亡率とも，死亡曲線

は大正2年にやや低率をしめし，一つの谷と昭和

10年を頂点とする一つの峰を形成し，戦後再び死

亡率は著しく低下する。

 （b）全国と比較すると，粗死亡率においては昭

和10年，22年のみ徳島県死亡率が全国死亡率より

高率で，他の各年度はいずれも全国が徳島県より

高率である。訂正死亡率においては各年度いずれ

も全国死亡率が徳島県死亡率より高率である。

 （c）徳島県訂正死亡率の各都道府県訂正死亡率

中に占める順位は，全年代とも43位以下の低位に

ある。また各年代とも全国が徳島県より高率をし

めしている。

 2．男女別による観察

 1）男子について

 （a）粗ならびに訂正死亡率ともに大正2年頃一

つの谷と，昭和10年に一つの峰をつくり，戦後再

び下向している。

 （b）全国と比較すると，粗死亡率においては，

全年度のうち昭和10年，22年の2力年のみ全国死

亡率は徳島県死亡率より低率である。訂正死亡率

においては，全年代いずれも全国死亡率は徳島県

死亡率より高率である。

 （c）粗死亡率と訂正死亡率を比較すると，10力

年の各年度いずれも訂正死亡率は粗死亡率より低

率である。

 2）女子について

 （a）粗および訂正死亡率とも，明治32年からす

でに低い死亡率をしめし，その後帯進一退しなが

ら上昇傾向をしめし，昭和10年に最：高となり一つ

の峰をつくり，戦後再び死亡率は下向している。

 （b）全国と比較すると，粗死亡率においては，

各年度のうち昭和10年，22年のみ徳島県が全国よ

り高率である。訂正死亡率についてみると，全年

度いずれも全国が徳島県より高率である。

 （c）粗死亡率と訂正死亡率を比較すると，両死

亡率の推移はほぼ同様で，特記すべき著変をしめ

さない。全年度いずれも訂正死亡率は粗死亡率よ

り低率である。

 3）男女の比較について

 （a）粗死亡率においては，昭和25年をのぞき他

の各年度はいずれも男子が女子より高率である。

両死亡率の推移はほぼ同様な状態をしめし，男子

では大正2年に一つの谷と，昭和10年に一つの峰

を形成している。女子では明治32年からすでに低

い死亡率をしめし，その混一進一退しながら上昇

し，昭和10年に一つの峰を形成している。

 （b）訂正死亡率においては，10力年の各年度い

ずれも男子は女子より高率で，男女死亡曲線はほ

ぼ同様な状態をしめす。男女とも大正2年に一つ

の谷と，昭和王0年に一つの峰を形成する。

 3．性別年令別死亡率の観察

 （a）徳島県においても全国および各府県と同様

な現i象をしめし，各年代各年度とも本疾患が老入

性疾患の特徴をしめし，死亡曲線は老人層におい

て著明に上昇している。

 （b）各年令階級の死亡率の推移は，50才以上の

高年層においては，全体としてやや上昇する傾向

をしめしている。40～49才の壮年層は大きな変化

をしめさず推移している。30才以下の若年層にお

いては，低下する傾向をしめしている。

 （c）男女死亡率を比較すると，30才以下の若年

層では，年度により不規則であるが，30～39才では

明治36年，昭和10年のみ女子が男子より高率で，

40～49才および60才以上では当年度いずれも男子

が女子より高率である。しかし全国および各府県

と若干異る点は，徳島県では50～59才の高年層に

おいて，昭和丸年，25年2力年のみ女子が男子よ

り高率をしめしていることである。

 稿を終るに臨み終始御懇切なる御指導，御校閲を賜

った吉岡博人教授ならびに諸岡妙子助教授に謹んで謝

意を表す。
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